
算数オンライン塾 12 月 11 日の問題 解説 
 

（解説） 

（１） 

6 c m

6 c m 1 2 c m

P

Q

R

T

7 . 2 c m

9 . 6 c m

A
B

CD

 

（６＋7.2）×9.6÷2－6×6÷２－（9.6－6）×7.2÷2 

＝63.36－18－12.96＝32.4 

（答え）32.4cm2 

（２） 

P

Q

R

A
B

CD

11 c m

1 0 c m

5 c m

O

 

（答え）18 cm2 

右図のような位置になります。R

からABに下した垂線の交点をT

とすると三角形 ART は三角形

ABC と相似になるので、AR＝

12cm ならば 

RT＝12×
5

3
＝7.2cm、 

AT＝12×
5

4
＝9.6cm になりま

す。したがって三角形 PQR の面

積は 

PQR は図のような位置にいます。この

とき QP と AC の交点を O とすると三

角形 QOC と三角形 AOP は相似で、

AO：OC＝10：11。 

一方、RC＝５cm から 

AR：RC＝２：１ 

よって AO：OR：RC＝10：４：７ 

三角形 QPC は 11×9÷2 なので、三

角形 QPR は 

11×9÷2×
74

4

＋
＝18 


